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文学研究の道を進むにあたって、素晴らしい先生がたと
の出会いに恵まれ、ご指導を賜ってきたことは、ぼくにとって大変幸せなことでした。その中の一人、故・西江雅之先生 ことをこの場を借りて綴ってみたいと思います。
学部生時代に、後輩から「山下洋輔と一緒に新宿でジャ
ズ革命をやっていた先生がいる」と聞いて会いに行ったのが最初でした。言語学・文化人類学で有名な先生ですが、実は文学・芸術にも文字通り直結していて、詳細は紙面都合で省きますが、平然とした口ぶりで話される内容はびっくりするものばかりでした。ぼくは当時、シュールレアリスムに影響を受けたベトナムの文学・芸術運動 卒論を書きたいと思っていたので意気揚々そのことを先生に告げると、 「シュールの研究者は最も非シュールレアリスティックだ。実存主義の研究者は 実存的だ」 、とんでもなく挑発的なこ を言われてしまいま
多少の意地もあって、 「それなら、ぼくはシュールな論文を書きます。でも、 そんな論文、 誰も読んでくれないでしょう」と言ったら、 「私が見てあげます」と先生は言ってくださいました。それが先生の指導を受けるきっかけでした。「文学研究 やり いなら、まず マルキ・ド・サドを読みなさい」と言われ、素直なぼくは れに従ってしまい、人生がおかしくなり始め した。 ランボーの如く、正義に対して武装しなさい」とか、 「ランボーは いつの時代でも、間違っていると非難さ るけど ということはむしろその間違っ いるランボーのほうが本当は普遍的で、まともなんじゃないですか」 いった指導も受けました。冗談ごとを言っているかと思 きや、案外、真顔で言っておりました。先生 ことばには、学校のお勉強のキレイ事だけではすまされ い人間の姿、人間が作り出した価値のいい加減さ、他の文化から見れ どうでもい ようなものに
真剣にしがみつき、時にそれが素晴らしいものに昇華することもあれば、いざこざの元にもなり、ついには醜い争いに駆り立てられてしまうこともあるヒトという動物に対する残酷なくらい冷徹な眼差しがありました。
そんな西江先生の最新刊『ことばだけでは伝わらない
　
コミュニケーションの文化人類学』には、ハッとするよなことがいろいろ書かれています。たとえば「ハダカ」の意味については、 「その言語が使われている社会での常識的な『装い』の程度から、ほん 少 ばかり何かを取り除いた状態を意味することが一般的で る」との説明 。ハダカといえば全裸をぼくたちは想像しがちですが、先生例を挙げます。 「ある男の社員 ジョギングを終えてすぐに、上半身には何もつけずに社内に戻ってきたとする。すると人びとは、 『あの人は、会社に〝ハダカ〟 入って来た』と言うだろう」と。さら は、しかし、たとえ服を全部脱いだ しても実はその人はハダカ はなれない だ、とも付け加えます。髪型や爪の切り方などには、すでに特定の文化が逃れがたく浸透して るのです。こ 「文化の檻」については次のように 。 「いかに豪快で型破り 人物であった しても、その文化的な枠付けか 全面的 逃れることは難し 。それは、端的に言えば、いく 自由な内容を自由に話そうと努力しても、話者が自分 言語の語
彙や文法から離れることができないのと同様である」 。これを読むと、昔、先生から聞 たダダイストのフーゴ・バルの話も思い出します。ダダイズムの無茶苦茶さが好きで、バルが作った「ガジベリビンバ……」というデタラメな詩に偉大な破壊性を見ていたぼくですが、先生から見れば、所詮は作者の母語の音韻体系にがんじがらめにされた音響きしかその「デタラメ」からは出てこないのです。その他にも本書 は、副題にあるようにコミュニケーションに関わる、重要だけどぼくたちが普段意識し い かった事柄が平易なことばで書かれています。サド作品的な意味での危険性はないですので、関心あるかたはどうぞ。
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